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す
べ
て
の
現
象
―
病
気
・
災
害
・
凶
作
等
―
を
神
の
意
志
の
具
現
と
感
得
し
た
の
は
、
人
類
の
歴
史
の
中
に
生
き
続
け
て
き
た
民

衆
の
心
な
の
か
も
知
れ
な
い
。
だ
か
ら
こ
そ
、
毎
日
毎
日
の
生
活
の
中
に
、
い
つ
も
神
の
姿
を
拝
し
、
神
の
前
に
平
伏
す
る
気
持
で

生
き
て
き
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
人
間
の
生
活
に
個
人
と
社
会
人
の
二
面
が
あ
っ
た
と
し
て
も
、
神
を
懼お

そ

れ
、
神
に
頼
る
心
に
二
面
は

な
か
っ
た
。 

 

長
い
人
間
の
歴
史
の
中
で
、
人
間
の
生
活
形
態
は
大
巾
に
変
化
を
遂
げ
た
が
、
一
旦
心
の
中
に
立
ち
入
っ
て
み
れ
ば
、
時
の
流
れ

が
そ
れ
程
経
過
し
て
い
な
い
こ
と
に
、
む
し
ろ
驚
ろ
か
さ
れ
る
。
大
都
会
の
ビ
ル
の
屋
上
の
小
祠
は
、
端
的
に
そ
れ
を
物
語
っ
て
い

る
。 

 

こ
う
し
て
人
々
が
各
自
の
心
の
中
で
信
じ
頼
る
神
は
、
種
々
の
場
所
で
、
様
々
な
姿
で
人
々
と
接
し
て
き
た
。
人
間
と
神
の
交
渉

の
場
を
探
る
こ
と
は
、
そ
の
ま
ま
人
々
の
心
を
尋
ね
る
こ
と
に
な
る
。
そ
う
し
た
観
点
に
立
っ
て
、
以
下
当
地
方
の
民
間
信
仰
の
実

態
を
眺
め
て
み
よ
う
。 

 

１ 

講 

組 

織 

  

講
と
は
信
仰
を
同
じ
く
す
る
人
た
ち
の
集
団
で
、
一
定
の
日
に
集
ま
り
信
仰
行
事
を
行
う
も
の
で
あ
る
。
信
仰
の
対
象
と
な
る
も

の
に
よ
り
、
第

1
表
の
よ
う
な
講
が
あ
っ
た
。 



 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

こ
の
他
、
虚
空
蔵
講
・
市
神
講
・
山
の
神
講
な
ど
も
あ
り
、
そ
れ
ぞ
れ
関
連 

碑
が
立
て
ら
れ
て
い
る 

 
 

 

。 

 

数
の
上
で
断
然
多
い
の
が
、
庚
申
講
関
係
の
庚
申
塔
・
青
面
金
剛
像
で
あ
る
。

こ
の
二
つ
の
う
ち
像
は
僅
尐
で
、
殆
ど
碑
で
あ
る
。
各
地
区
に
、
平
均
し
て
あ

り
、
以
前
か
ら
相
当
盛
ん
に
講
が
も
た
れ
て
い
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
百
体
庚
申

塔
が
五
ヶ
所
も
あ
り
（
西
田
尻
上
の
台
、
鮎
貝
赤
坂
、
深
山
二
ヶ
所
、
荒
砥
愛

宕
山
）
、
他
の
地
方
と
大
き
く
異
な
る
。 

 

庚
申
塔
に
次
い
で
多
い
の
が
湯
殿
山
信
仰
関
係
で
、
特
に
鮎
貝
に
多
い
の
は

三
山
詣
り
の
経
路
な
ど
か
ら
考
え
て
も
う
な
ず
け
る
。
つ
い
で
、
太
神
宮
、
念

仏
碑
、
大
宮
塔
な
ど
と
な
っ
て
い
る
が
、
民
衆
の
信
仰
の
度
合
い
を
示
す
も
の

と
し
て
興
味
深
い
。 

 

で
は
、
そ
れ
ら
の
講
が
具
体
的
に
ど
ん
な
こ
と
を
行
っ
て
い
た
の
か
、
そ
の

実
状
に
つ
い
て
各
講
毎
に
代
表
的
な
も
の
を
取
り
上
げ
て
眺
め
て
み
る
こ
と

に
し
よ
う
。 

 

⑴ 

庚 
申 

講 

 

庚
申
講
に
は
仏
教
系
の
も
の
と
神
道
系
の
も
の
と
が
あ
る
の
で
、
そ
れ
ぞ
れ 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

一
例
ず
つ
取
り
上
げ
る
。 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

萩
野
地
区
庚
申
講
は
、
講
中
一
三
戸
、
以
前
は
庚
申
の
日
毎
に
集
ま
っ
て
い
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た
が
、
現
在
は
初
庚
申
の
み
集
ま
る
。
初
庚
申
の
日
は
午
後
一
時
頃
ま
で
宿
に
集
ま
り
、
青
面
金
剛
の
掛
図
を
掛
け
て
拝
み
あ
げ
を

す
る
。
祭
壇
に
は
、
豆
・
だ
ん
ご
・
お
菓
子
・
御
神
酒
を
供
え
、
一
同
で
「
オ
ー
コ
ー
シ
ン
レ
コ
ー
シ
ン
レ
、
マ
イ
タ
リ
マ
イ
タ
リ
、

ソ
ワ
カ
」
と
一
〇
八
回
唱
え
る
。
唱
言
の
数
は
、
一
文
銭
を
用
い
て
確
か
め
る
よ
う
に
し
て
い
る
。
拝
み
あ
げ
が
終
え
る
と
、
精
進

な
の
で
、
豆
腐
汁
な
ど
を
作
っ
て
も
ら
っ
て
食
べ
な
が
ら
雑
談
し
て
帰
る
。
こ
の
日
の
供
物
を
食
べ
る
と
、
風
邪
を
ひ
か
な
い
と
い

っ
て
い
る
。
当
日
の
経
費
は
、
頭
割
負
担
で
あ
る
。
お
産
、
葬
式
の
あ
っ
た
家
の
人
は
休
む
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。
宿
は
順
送
り
で
、

宿
を
送
る
こ
と
を
「
ト
ワ
タ
シ
」
と
い
う
。 

 

中
山
地
区
中
田
庚
申
講
は
、
講
中
九
戸
、
現
在
は
初
庚
申
の
み
、
午
前
十
時
頃
ま
で
集
ま
り
、
猿
田
彦
大
神
の
掛
図
と
青
面
金
剛

像
を
本
尊
と
し
て
ま
つ
り
、
御
神
酒
・
だ
ん
ご
を
供
え
、
口
を
漱
い
で
拝
み
あ
げ
を
す
る
。
拝
み
あ
げ
の
唱
言
は
「
カ
ケ
マ
ク
モ 

カ

シ
コ
キ
サ
ル
ダ
ヒ
コ
ノ
オ
オ
カ
ミ
ノ
ミ
マ
エ
ヲ 

オ
ロ
ガ
ミ
マ
ツ
ル
」
で
、
こ
れ
を
百
回
繰
り
返
す
。
終
え
て
か
ら
御
神
酒
を
い
た

だ
き
、
楽
し
く
雑
談
を
し
て
帰
る
。
料
理
は
精
進
で
な
く
、
魚
も
食
べ
る
。
庚
申
さ
ま
は
金
神
だ
と
言
わ
れ
て
い
る
。 

 

庚
申
講
の
数
は
多
く
、
萩
野
・
中
山
地
区
の
他
、
滝
野
・
十
王
・
荒
砥
新
町
・
貝
生
・
黒
鴨
・
高
岡
・
山
口
な
ど
、
現
在
も
各
地

に
残
っ
て
い
る
。 

 

初
庚
申
の
日
に
、
左
な
い

．
．
．
し
た
縄
を
二
回
棟
木
に
巻
き
つ
け
、「
男
結
び
」
を
か
け
て
お
く
と
火
伏
せ
に
な
る
と
い
い
、
ま
た
「
庚

申
」
と
紙
に
書
い
た
も
の
を
、
上
下
逆
さ
に
し
て
入
口
の
戸
の
腰
板
に
貼
っ
て
お
く
と
、
盗
人
除
け
に
な
る
と
言
わ
れ
て
い
る
。 

 

⑵ 

高
玉
念
仏
講 

 

念
仏
講
に
つ
い
て
は
、
滝
野
村
念
仏
講
の
例
を
、
第
五
章
第
四
節
第

8
項
で
述
べ
た
が
、
こ
こ
で
は
高
玉
念
仏
講
を
と
り
あ
げ
る
。

講
中
一
六
〇
戸
（
農
家
一
三
〇
戸
、
非
農
家
三
〇
戸
）
、
戸
主
が
参
加
す
る
。
春
の
彼
岸
の
中
日
の
午
後
一
時
頃
ま
で
全
員
集
ま
り
、

十
三
仏
の
掛
図
を
か
け
、「
南
無
阿
弥
陀
仏
」
と
千
回
唱
え
る
。
前
年
の
講
の
日
か
ら
そ
の
日
ま
で
の
間
に
新
し
い
仏
が
出
た
家
で
は
、



ろ
う
そ
く
を
供
え
て
拝
む
。
御
本
尊
に
は
団
子
を
供
え
、
念
仏
が
終
え
る
と
参
会
者
に
配
る
。
そ
の
後
、
一
同
で
お
で
ん
な
ど
を
作

っ
て
酒
を
尐
し
の
ん
で
解
散
す
る
。 

 

講
の
起
源
は
明
ら
か
で
は
な
い
が
、
昭
和
三
十
九
年
ま
で
は
、
区
民
総
会
を
兼
ね
て
お
り
、
四
十
年
か
ら
別
に
し
た
。
講
中
が
葬

具
一
式
、
食
器
な
ど
を
所
有
し
て
い
る
。 

 

⑶ 

山
口
姫
城
大
宮
講 

 

講
中
三
二
人
。
い
ず
れ
も
農
家
の
若
い
嫁
で
あ
る
。
講
は
、
三
月
・
八
月
・
九
月
の
各
十
九
日
に
開
く
。
以
前
は
宿
は
順
送
り
で

あ
っ
た
が
、
現
在
は
姫
城
公
民
館
で
開
く
。
本
尊
と
し
て
大
宮
大
明
神
の
掛
図
を
か
け
、
お
神
酒
・
お
菓
子
を
供
え
て
礼
拝
す
る
。

「
キ
ワ
メ
テ
キ
タ
ナ
キ
コ
ト
モ
タ
マ
リ
ナ
ケ
レ
バ
ケ
ガ
レ
ニ
ハ
ア
ラ
ズ
ウ
シ
ト
ノ
タ
マ
ガ
キ
キ
ヨ
ミ
キ
ヨ
ミ
ズ 

大
宮
大
明
神 

大

宮
大
明
神 

大
宮
大
明
神
」
と
唱
言
を
述
べ
る
。
終
え
る
と
茶
菓
で
歓
談
し
て
帰
る
。
秋
は
赤
飯
を
炊
く
。
当
日
の
賽
銭
は
、
貯
金

し
て
お
く
。 

 

⑷ 

横
越
巳
待
講 

 

講
中
は
七
戸
の
農
家
。
講
に
は
男
だ
け
で
、
女
は
入
れ
な
い
。
ま
た
、
忌
中
の
人
も
参
加
で
き
な
い
。
講
は
戌
辰
（
つ
ち
の
え
た

つ
）
の
日
の
夜
、
宿
に
集
ま
り
、
翌
日
の
己
巳
（
つ
ち
の
と
み
）
の
日
を
待
つ
。
年
六
回
の
外
、
旧
暦
正
月
の
最
初
の
巳
の
日
と
四

月
初
め
の
巳
の
日
に
も
講
を
開
く
。 

 

当
日
は
普
段
着
に
袴
だ
け
着
け
、
夜
八
時
頃
宿
に
集
ま
り
、
御
本
尊
と
し
て
厳
島
神
社
の
掛
図
を
か
け
、
お
神
酒
・
豆
い
り
を
供

え
、
祭
壇
を
作
っ
て
拝
み
あ
げ
を
す
る
。「
オ
ン
ソ
ラ
ソ
バ
テ
イ
ソ
ワ
カ
」
と
数
回
唱
え
る
。
終
え
る
と
お
供
物
を
い
た
だ
き
、
茶
を

の
ん
で
解
散
す
る
。
日
露
戦
争
前
は
酒
一
盃
（
二
合
五
勺
）
を
出
し
あ
い
、
豆
腐
汁
が
あ
っ
た
が
、
日
露
戦
争
後
の
倹
約
令
に
よ
っ

て
、
お
茶
で
済
ま
す
よ
う
に
な
っ
た
。
講
中
の
用
具
と
し
て
、
南
天
の
箸
が
あ
る
。 



 

⑸ 

荒
砥
出
来
町
八
日
講 

 
講
中
一
〇
戸
。
以
前
は
出
来
町
一
帯
が
講
中
で
、
他
部
落
の
人
も
参
加
し
て
い
た
。
現
在
は
旧
十
一
月
八
日
に
開
講
す
る
が
、
も

と
は
毎
月
八
日
で
あ
っ
た
。
当
日
は
「
湯
殿
山
」
と
書
か
れ
た
掛
図
を
か
け
、
一
同
で
「
ザ
ン
ゲ
ザ
ン
ゲ
ロ
ッ
コ
ン
シ
ョ
ウ
ジ
ョ
ウ
」

と
唱
え
て
拝
み
あ
げ
を
や
り
、
終
え
る
と
精
進
料
理
で
会
食
す
る
。 

 

こ
の
講
は
第
二
次
大
戦
中
一
時
中
断
し
た
が
、
昭
和
二
十
五
年
か
ら
復
活
し
た
。
こ
の
講
で
建
て
た
「
湯
殿
山
」
碑
が
、
金
刀
比

羅
さ
ま
（
出
来
町
）
の
境
内
に
あ
る
。 

 

⑹ 

十
王
関
寺
観
音
講 

 

講
中
二
〇
戸
、
農
閑
期
（
十
月
～
四
月
）
の
十
七
日
に
関
寺
円
光
寺
に
集
ま
り
、
如
意
輪
観
音
の
掛
図
を
か
け
、
お
神
酒
・
菓
子

な
ど
供
え
、
置
賜
三
十
三
観
音
の
御
詠
歌
を
奉
唱
す
る
。
終
え
る
と
各
自
持
参
の
重
箱
を
広
げ
て
雑
談
し
て
、
夜
九
時
頃
解
散
す
る
。 

 

⑺ 

荒
砥
新
町
地
蔵
講 

 

講
中
八
人
。
毎
月
二
十
四
日
に
集
ま
り
、
掛
図
を
か
け
て
拝
み
あ
げ
を
す
る
。「
オ
ン
カ
ー
カ
カ
ミ
サ
ン
マ
エ
ナ
ム
ジ
ゾ
ウ
ダ
イ
ボ

サ
ツ
」
と
、
立
っ
た
り
坐
っ
た
り
三
十
三
回
繰
り
返
す
。
ま
た
、
御
詠
歌
二
つ
を
奉
唱
す
る
。
春
の
祭
り
に
は
旗
を
た
て
、
赤
飯
を

供
え
る
。 

 

こ
こ
の
地
蔵
は
三
番
坂
の
下
に
あ
る
。
急
勾
配
の
Ｓ
字
型
坂
で
、
交
通
上
の
難
所
で
、
事
故
も
多
い
が
、
不
思
議
な
こ
と
に
ケ
ガ

人
が
出
な
い
。
地
蔵
様
が
守
っ
て
く
れ
る
の
だ
、
と
信
じ
ら
れ
て
い
る
。 

 

⑻ 

浅
立
題
目
講 

 

講
中
八
戸
、
新
暦
の
月
の
五
日
、
隔
月
に
集
ま
っ
て
、
「
南
無
妙
法
蓮
華
経
」
と
書
か
れ
て
い
る
掛
図
を
か
け
、
「
ナ
ム
メ
ョ
ウ
ホ

ウ
レ
ン
ゲ
キ
ョ
ウ
」
と
お
題
目
を
唱
え
る
。
終
え
て
か
ら
雑
談
し
て
帰
る
。
十
二
月
五
日
に
は
酒
、
赤
飯
が
出
る
。 



 

宿
は
講
員
の
家
を
順
番
に
廻
る
が
、
講
員
の
宗
旨
が
日
蓮
宗
に
限
る
と
い
う
こ
と
は
な
く
、
真
言
宗
の
人
も
い
る
。
病
気
の
と
き

お
題
目
を
唱
え
る
と
、
よ
く
な
る
と
言
わ
れ
て
い
る
。 

 

⑼ 
浅
立
山
の
神
講 

 

講
中
二
二
戸
。
以
前
は
旧
二
月
十
七
日
に
講
を
も
っ
て
い
た
が
、
そ
の
後
新
暦
三
月
十
七
日
に
変
更
し
た
。
し
か
し
、
出
稼
ぎ
が

多
く
な
っ
た
た
め
、
そ
の
時
期
に
不
在
に
な
る
講
員
が
多
い
の
で
、
現
在
は
新
暦
四
月
十
七
日
に
開
い
て
い
る
。
講
を
も
つ
場
所
も
、

以
前
は
山
の
神
々
社
で
あ
っ
た
が
、
今
は
諏
訪
神
社
で
行
な
っ
て
い
る
。 

 

当
日
は
朝
風
呂
に
入
っ
て
身
を
清
め
、
十
時
頃
ま
で
集
ま
り
、
拝
み
あ
げ
を
す
る
。
拝
み
あ
げ
の
時
は
「
サ
ン
ゲ
サ
ン
ゲ 

ロ
ッ

コ
ン
ダ
イ
シ
ョ
ウ 

ヤ
マ
ノ
カ
ミ
ハ
サ
ン
ジ
ュ
ウ
ロ
ク
ド
ウ
シ
ン
ノ
イ
チ
ニ
ラ
イ
ハ
イ 

キ
メ
ョ
ウ
チ
ョ
ウ
ラ
イ
」
と
繰
り
返
す
。

こ
の
唱
言
を
繰
返
し
て
い
る
う
ち
に
、
山
の
神
に
な
る
人
に
神
が
の
り
移
り
、
手
が
震
え
だ
し
、
ぴ
ょ
ん
、
ぴ
ょ
ん
と
躍
り
上
る
よ

う
に
な
る
。
こ
の
人
は
手
拭
を
四
つ
折
に
し
て
目
、
耳
を
塞
い
で
お
る
が
、
聞
き
役
の
人
の
質
問
に
対
し
、
講
中
の
こ
と
、
そ
の
年

の
天
候
の
こ
と
、
作
柄
の
こ
と
、
堰
用
水
の
こ
と
、
そ
の
他
部
落
の
こ
と
な
ど
に
つ
い
て
、
神
の
御
託
宣
を
下
す
。
講
中
で
は
そ
の

御
託
宣
を
書
い
た
も
の
を
部
落
中
に
配
る
。 

 

⑽ 

西
高
玉
門
前
稲
荷
講 

 

現
在
の
講
中
一
三
人
。
い
ず
れ
も
お
婆
さ
ん
方
だ
け
。
残
っ
て
い
る
帳
面
に
よ
れ
ば
、
天
保
十
三
年
（
一
八
四
二
）
正
月
大
吉
辰

創
開
と
あ
る
が
、
当
時
の
人
数
は
不
明
で
あ
る
。
明
治
二
十
五
年
頃
は
一
九
人
お
っ
た
よ
う
で
あ
る
か
ら
、
門
前
部
落
全
戸
が
加
入

し
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。 

 

講
の
日
取
り
は
、
旧
暦
三
月
十
九
日
、
十
月
十
九
日
の
二
回
で
あ
る
が
、
帳
面
を
見
る
と
、
二
・
三
・
七
・
十
・
十
一
の
各
月
に

規
約
改
正
し
て
い
る
か
ら
、
恐
ら
く
毎
月
十
九
日
に
開
講
し
て
い
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
十
一
月
十
九
日
は
お
年
越
し
で
あ
る
。 



 

講
当
日
は
正
一
位
稲
荷
大
明
神
と
書
い
た
掛
図
を
か
け
、
祭
壇
に
は
お
神
酒
・
い
り
豆
・
切
餅
を
供
え
、
拝
み
あ
げ
を
す
る
。「
イ

ナ
リ
ダ
イ
ミ
ョ
ウ
ジ
ン
」
と
坐
っ
た
ま
ま
で
三
十
三
回
唱
え
る
。
以
前
は
立
っ
て
唱
え
、
坐
っ
て
拝
む
と
い
う
動
作
を
繰
り
返
し
た
。

唱
え
言
の
と
き
、
一
人
が
導
師
と
な
り
、
他
の
講
員
は
そ
れ
に
従
う
。
拝
み
あ
げ
の
あ
と
、
御
神
酒
を
い
た
だ
き
、
当
番
が
準
備
し

た
も
の
で
会
食
す
る
。
当
番
は
三
つ
の
組
の
輪
番
と
な
り
、
宿
は
当
番
組
の
中
で
都
合
を
き
い
て
決
め
る
。 

 

当
日
の
料
理
は
、
五
〇
円
ず
つ
出
し
合
う
金
額
の
範
囲
で
、
当
番
組
が
見
積
っ
て
作
る
。
魚
な
ど
も
使
う
。
明
治
二
十
五
年
か
ら

三
十
五
年
頃
ま
で
は
、「
稲
荷
講
開
会
の
時
は
、
神
酒
一
人
前
半
合
宛
之
事
、
肴
一
ト
鉢
持
参
集
合
の
事
」
と
定
め
ら
れ
て
お
り
、
そ

れ
が
昭
和
七
年
に
は
二
升
に
、
同
十
三
年
に
は
一
升
と
す
る
よ
う
決
議
さ
れ
て
い
る
。
会
食
用
の
木
杯
、
碗
な
ど
は
箱
に
入
れ
て
保

管
さ
れ
て
い
る
。
当
日
の
賽
銭
は
貯
金
し
て
お
く
。 

 

稲
荷
講
は
荒
砥
地
区
、
十
王
地
区
な
ど
に
も
あ
る
が
、
十
王
地
区
の
場
合
な
ど
は
、
屋
敷
神
の
祭
り
の
よ
う
な
形
で
も
た
れ
て
い

る
。 

 

⑾ 

市 

神 

講 

 

市
神
の
碑
は
、
荒
砥
・
鮎
貝
・
十
王
に
あ
る
が
、
市
神
講
は
他
の
講
と
比
較
し
て
組
織
力
は
弱
い
。
荒
砥
市
神
講
の
場
合
は
、
正

月
十
三
日
に
神
主
を
招
い
て
お
祓
い
を
し
て
も
ら
い
、
周
辺
の
家
で
祭
り
を
す
る
程
度
に
な
っ
た
。
十
三
日
に
は
、
新
し
い
シ
メ
ナ

ワ
を
市
神
碑
に
張
る
。 

 

⒀ 

古
峯
原
講 

 

こ
の
講
は
数
的
に
は
最
も
多
く
、
講
員
も
部
落
全
戸
が
義
務
的
に
加
入
し
て
い
る
点
で
、
他
の
も
の
と
質
的
に
異
な
る
。
代
参
講

で
、
火
災
の
難
を
除
く
た
め
、
栃
木
県
鹿
沼
市
の
古
峯
ヶ
原
に
あ
る
古
峯
神
社
を
信
仰
す
る
も
の
で
、
講
中
が
一
定
の
額
（
昭
和
四

十
年
で
、
十
王
地
区
は
三
〇
〇
円
）
を
出
し
合
い
、
そ
れ
で
代
表
が
参
詣
す
る
。
代
表
は
大
抵
く
じ
を
引
い
て
き
め
、
当
っ
た
人
は



参
詣
後
講
中
分
の
お
札
を
受
け
、
戻
っ
て
か
ら
配
る
。
お
札
を
受
け
た
講
員
は
そ
れ
を
い
ろ
り
、
か
ま
ど
の
周
辺
に
貼
っ
て
火
難
に

あ
わ
な
い
よ
う
祈
念
す
る
。 

 

そ
の
他
、
金
華
山
講
・
子
待
講
的
な
も
の
が
あ
る
が
、
現
在
は
旅
行
講
的
で
、
金
華
山
講
は
金
華
山
参
り
、
子
待
講
は
米
沢
市
小

野
川
の
甲
子

き

の

え

ね

大
黒
天
の
祭
り
の
た
め
、
講
中
を
随
時
募
集
す
る
形
に
な
っ
て
い
る
。 

 
２ 
屋
敷
神
と
屋
内
神 

 

古
い
家
で
は
屋
敷
地
内
に
色
々
な
神
を
祭
っ
て
、
一
家
の
安
全
と
繁
栄
を
願
っ
て
い
る
。
そ
れ
が
屋
敷
神
で
、

屋
敷
の
東
北
ま
た
は
南
西
の
鬼
門
、
裏
鬼
門
に
ま
つ
る
場
合
が
多
い
。
勿
論
そ
れ
以
外
も
あ
る
。
で
は
具
体
的 

に
ど
の
よ
う
な
形
で
祀
ら
れ
て
い
る
の
か
、
そ
の
様
子
を
み
て
み
よ
う
。 

 

⑴ 

屋
敷
神
か
ら
部
落
鎮
守
へ
の
変
化 

 

入
貝
生
（
海
生
）
に
は
菅
原
姓
を
名
の
る
旧
家
が
多
く
、
そ
れ
ぞ
れ
が
異
な
る
屋
敷
神
を
祭
っ

て
い
る
。 

 

第

2
表
の
よ
う
に
、
狭
い
地
区
に
同
一
姓
の
も
の
が
あ
る
か
ら
、
こ
の
間
に
は
血
縁
関
係
を

も
つ
も
の
も
あ
る
け
れ
ど
も
、
本
家
・
分
家
が
そ
れ
ぞ
れ
の
屋
敷
神
を
も
ち
、
別
個
に
祭
り
を
行

っ
て
い
る
。
屋
敷
神
と
し
て
見
れ
ば
当
然
な
こ
と
で
あ
る
が
、
こ
れ
と
は
趣
を
異
に
す
る
の
も
あ

る
。 

 

横
田
尻
東
地
区
か
ら
、
横
田
尻
西
地
区
の
箱
仏
に
通
ず
る
旧
道
が
あ
る
。
現
在
は
殆
ど
人
の
通

屋

敷

神 



ら
な
い
道
で
あ
る
が
、
以
前
は
主
要
道
路
で
あ
っ
た
。
こ
の
道
の
側
に
、「
虫
歯
稲
荷
」
と
呼
ば
れ
る
小
祠
が
あ
る
。
横
田
尻
の
丸
川

家
の
う
ち
、
七
戸
が
共
同
で
祀
っ
て
い
る
も
の
で
あ
る
。
こ
の
稲
荷
の
建
っ
て
い
る
区
画
が
元
田
尻
と
呼
ば
れ
る
の
と
合
せ
考
え
る

と
、
こ
の
稲
荷
は
、
そ
の
当
時
の
丸
川
家
の
本
家
の
屋
敷
神
で
あ
っ
た
も
の
を
、
次
第
に
一
族
で
祀
る
よ
う
に
な
っ
た
も
の
と
考
え

ら
れ
る
。
つ
ま
り
、
屋
敷
神
が
氏
神
へ
と
変
化
し
た
も
の
で
あ
ろ
う
。 

 

同
じ
横
田
尻
東
区
の
鎮
守
は
、
旧
村
社
の
皇
太
神
社
で
あ
る
。
こ
の
皇
太
神
社
の
別
当
職
は
、
同
地
区
我
妻
勇
次
郎
家
で
あ
っ
た
。

こ
れ
は
皇
太
神
社
は
も
と
我
妻
家
で
祀
っ
て
い
た
も
の
、
つ
ま
り
我
妻
家
の
屋
敷
神
で
あ
っ
た
。 

 

東
横
田
尻
の
虫
歯
稲
荷
は
氏
神
的
な
も
の
へ
変
化
し
、
皇
太
神
社
は
部
落
鎮
守
へ
と
変
化
し
て
い
っ
た
。
荒
砥
地
区
入
貝
生
の
場

合
は
そ
う
し
た
変
化
を
見
せ
て
い
な
い
が
、
下
山
部
落
の
場
合
は
、
そ
の
変
化
が
前
二
者
よ
り
も
分
り
易
い
の
で
、
そ
の
実
態
を
眺

め
て
み
よ
う
。 

 

下
山
は
、
現
在
戸
数
七
二
戸
の
部
落
で
あ
る
。
部
落
の
起
源
に
つ
い
て
は
明
ら
か
で
は
な
い
が
、
古
く
は
六
軒
だ
け
で
、
そ
の
六

軒
を
「
六
軒
屋
敷
」
と
呼
ん
で
き
た
と
い
わ
れ
て
い
る
。
六
軒
屋
敷
と
は
第

3
表
の
通
り
で
、

そ
れ
ぞ
れ
が
屋
敷
神
を
祀
っ
て
い
た
。 

 

現
在
の
下
山
部
落
の
屋
敷
神
は
こ
れ
だ
け
で
は
な
く
、
稲
荷
・
観
音
な
ど
を
祀
っ
て
い
る
家
も

あ
る
け
れ
ど
も
、
こ
こ
で
特
記
し
た
い
こ
と
は
、
六
軒
屋
敷
の
屋
敷
神
の
う
ち
、
安
部
東
兵
衛
家

の
熊
野
神
社
が
、
現
在
で
は
部
落
の
北
半
分
の
四
〇
戸
で
、
奥
山
秀
一
家
の
庭
渡
神
社
が
、
南
半

分
の
三
〇
戸
で
祭
ら
れ
て
い
る
形
に
変
化
し
て
い
る
こ
と
と
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
元
来
は
一
軒
の

屋
敷
神
が
、
時
代
の
経
過
と
と
も
に
、
部
落
鎮
守
的
性
格
に
変
化
し
て
い
る
の
で
あ
る
。 

 



 

⑵ 

屋
敷
神
祭
祀
の
動
機 

 
萩
野
地
区
に
は
、
延
一
四
社
の
屋
敷
神
が
祀
ら
れ
て
い
る 

 
 

 
 

 

。
そ
の
う
ち
、
七
社
が
水
神
、
四
社
が
稲
荷
で
、
こ
の

二
つ
が
多
い
。
水
神
が
祀
ら
れ
て
い
る
場
所
を
見
る
と
、
井
戸
の
そ
ば
、
用
水
堰
の
脇
な
ど
で
、
何
れ
も
毎
日
使
う
水
と
の
関
連
で
、

水
不
足
や
水
か
ら
の
病
気
な
ど
な
い
よ
う
に
と
、
水
難
に
会
わ
な
い
よ
う
に
と
の
願
い
が
込
め
ら
れ
て
い
る
。
従
っ
て
、
水
神
が
屋

敷
内
に
祀
ら
れ
る
と
い
う
の
は
、
萩
野
に
限
ら
ず
、
他
の
地
区
で
も
同
じ
で
あ
ろ
う
。 

 

水
神
を
屋
敷
神
と
し
て
祀
る
家
の
中
に
、
水
車
を
利
用
し
て
自
家
用
製
米
を
し
た
り
、
あ
る
い
は
製
米
を
業
と
し
た
家
も
あ
る
。

そ
う
し
た
家
の
場
合
は
、
信
仰
の
度
合
い
も
深
く
、
祭
り
方
も
念
を
入
れ
て
い
る
よ
う
に
思
え
る
。
山
口
字
山
際
金
子
伊
勢
吉
家
は

通
称
車
屋
で
、
水
車
に
よ
る
製
米
を
業
と
し
て
い
た
が
、
秋
九
月
十
九
日
に
祭
り
を
す
る
が
、
当
日
は
杉
の
葉
で
小
屋
を
つ
く
り
、

そ
の
前
に
、「
サ
ラ
ム
ス
ビ
」
と
呼
ば
れ
る
わ
ら
で
編
ん
だ
容
器
に
赤
飯
を
盛
っ
て
供
え
、
家
中
で
お
参
り
す
る
。
ま
た
、
正
月
に
は

流
し
の
柱
に
団
子
を
ゆ
わ
え
、
お
水
神
さ
ま
に
供
え
る
。
杉
葉
で
小
屋
を
建
て
る
の
は
金
子
家
だ
け
で
な
く
、
山
口
・
横
田
尻
西
地

区
に
も
見
受
け
ら
れ
た
。 

 

屋
敷
神
と
し
て
、
水
神
に
次
い
で
多
い
稲
荷
の
場
合
は
、
農
耕
神
と
し
て
の
性
格
が
強
く
作
用
し
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。 

 

鮎
貝
樋
口
景
一
家
・
石
栗
友
次
家
、
山
口
新
地
の
犬
飼
家
な
ど
の
稲
荷
は
、
も
と
田
の
側
に
あ
る
畑
の
縁
に
立
っ
て
い
た
と
い
い
、

後
で
屋
敷
地
内
に
移
し
た
も
の
で
、
い
ず
れ
も
開
田
が
五
〇
〇
刈
、
一
、
〇
〇

〇
刈
と
い
う
目
標
に
達
し
た
と
き
に
祭
る
よ
う
に
な
っ
た
と
言
わ
れ
て
い
る
。

千
刈
稲
荷
と
い
う
呼
称
が
生
ま
れ
る
所
以
で
あ
る
。 

 

屋
敷
神
と
し
て
の
稲
荷
の
発
生
が
、
こ
の
よ
う
に
開
田
な
ど
の
耕
地
の
収
得

と
結
び
つ
い
て
い
る
と
す
れ
ば
、
農
村
地
帯
で
あ
る
当
地
方
に
多
い
の
は
当
然

『
荒
砥
高
校
社
会
ク
ラ 

ブ
研
究
集
録
』
よ
り 

  



の
こ
と
で
あ
ろ
う
。
た
だ
全
町
に
つ
い
て
悉
皆
調
査
を
や
っ
て
い
な
い
の
で
、
数
的
に
把
握
で
き
な
い
の
が
残
念
で
あ
る
が
、
参
考

の
た
め
、
南
陽
市
漆
山
地
区
に
お
け
る
屋
敷
神
調
査
の
結
果
を
揚
げ
る
（
第

4
表
）
。 

 

こ
の
う
ち
、
明
神
・
屋
敷
明
神
・
不
明
の
も
の
な
ど
は
、
稲
荷
の
よ
う
で
あ
る
と
推
定
し
て
い
る
。
こ
の
推
定
に
従
え
ば
、
稲
荷

の
占
め
る
割
合
は
数
の
上
で
断
然
多
い
こ
と
に
な
る
。
恐
ら
く
こ
の
傾
向
は
、
農
村
地
帯
な
ら
何
処
も
同
じ
で
あ
る
に
違
い
な
い
。

そ
れ
だ
け
農
村
の
人
た
ち
に
と
っ
て
は
、
土
地
は
生
活
の
安
定
を
保
証
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。 

以
上
、
屋
外
の
屋
敷
地
内
に
祀
っ
て
い
る
神
々
の
様
子
を
、
概
括
的
に
見
て
来
た
が
、
こ
れ
か
ら
述
べ
よ
う
と

す
る
屋
内
神
は
、
殆
ど
毎
日
意
識
の
中
に
入
り
込
む
も
の
だ
け
に
、
人
々
の
生
活
に
与
え
る
影
響
も
大
き
い
も 

の
が
あ
っ
た
。
い
う
な
れ
ば
、
日
常
の
民
間
信
仰
と
言
う
べ
き
も
の
で
あ
る
。
そ
の
意
味
か
ら
、
以
下
そ
の
実
態
を
出
来
る
だ
け
詳

細
に
眺
め
て
み
よ
う
。 

 

⑴ 

オ
エ
ビ
ス
サ
マ 

 

当
地
方
の
家
庭
で
、
恵
比
須
・
大
黒
を
祀
る
神
棚
が
な
い
家
は
な
い
。
そ
れ
ほ
ど
こ
の
二
神
は
、
民
衆
と
深
い
つ
な
が
り
を
も
っ

て
い
る
。
神
棚
は
、
茶
の
間
（
勝
手
）
か
台
所
ま
た
は
膳
部
に
祀
ら
れ
て
い
て
、
中
間
・
上
段
に
は
な
い
。
こ
の
神
棚
に
は
恵
比
須
・

大
黒
の
他
に
歳
徳
神
、
お
田
の
神
も
祀
っ
て
い
る
が
、
こ
れ
ら
を
総
称
し
た
形
で
「
オ
エ
ビ
ス
サ
マ
」
と
呼
ん
で
い
る
。
餅
を
つ
い

た
と
き
、
そ
の
他
の
物
日
に
供
物
を
す
る
と
き
、「
オ
エ
ビ
ス
サ
マ
に
供
え
る
」
と
言
え
ば
、
そ
れ
は
恵
比
須
神
だ
け
で
な
く
、
大
黒

も
歳
徳
神
も
、
す
べ
て
意
識
の
中
に
あ
る
。
常
に
は
「
エ
ビ
ス
サ
マ
」
は
、
神
棚
の
神
々
の
代
表
な
の
で
あ
る
。 

 

エ
ビ
ス
サ
マ
は
、
家
族
が
一
同
揃
っ
て
生
活
し
て
い
る
の
を
見
る
の
が
好
き
な
神
様
だ
と
言
わ
れ
て
い
る
。
茶
の
間
に
祀
っ
て
い

る
の
は
、
以
前
、
そ
の
家
の
茶
の
間
住
い
で
あ
っ
た
た
め
だ
と
い
う
し
、
台
所
・
膳
部
に
あ
る
の
は
、
や
は
り
そ
の
家
の
日
常
生
活

の
中
心
が
そ
こ
で
あ
っ
た
た
め
だ
と
い
う
。「
千
両
分
限
（
金
持
）
に
な
る
と
エ
ビ
ス
サ
マ
は
台
所
に
下
る
」
な
ど
と
い
う
の
も
、
同

屋

内

神 



じ
内
容
の
伝
承
で
あ
ろ
う
。
不
幸
が
あ
る
と
、
神
棚
・
床
の
間
に
は
白
紙
を
貼
っ
て
塞
ぐ
が
、
こ
れ
に
つ
い
て
も
、
神
棚
の
方
は
、

家
族
の
不
幸
を
見
せ
な
い
た
め
と
い
い
、
床
の
間
（
皇
太
神
宮
の
掛
図
を
か
け
て
お
く
）
の
方
は
、
不
敬
に
な
る
か
ら
と
言
わ
れ
て

い
る
。 

 

こ
の
よ
う
に
、
身
近
な
神
と
し
て
親
し
ま
れ
て
い
る
も
の
だ
け
に
、
人
々
は
、
こ
の
神
に
毎
朝
御
飯
を
供
え
、
手
を
合
わ
せ
て
か

ら
、
一
日
の
生
活
を
始
め
る
の
を
常
と
し
た
。
エ
ビ
ス
サ
マ
に
御
飯
を
供
え
る
の
に
、
共
通
し
た
様
式
が
あ
っ
た
。
お
膳
に
三
本
の

杓
子
を
の
せ
、
杓
子
に
御
飯
を
供
え
る
の
で
あ
る
が
、
毎
朝
御
膳
ご
と
お
ろ
し
、
ハ
ガ
マ
（
飯
釜
）
か
ら
へ
ら
で
直
接
杓
子
に
御
飯

を
盛
り
分
け
る
。
量
は
極
く
小
量
で
、
こ
の
御
飯
は
一
年
間
払
う
こ
と
な
く
、
毎
日
盛
り

重
ね
て
お
く
。
オ
エ
ビ
ス
サ
マ
は
減
る
こ
と
が
嫌
い
な
神
だ
か
ら
、
と
い
わ
れ
て
い
る
。

一
年
間
積
っ
た
御
飯
は
、
年
末
の
大
掃
除
の
と
き
下
げ
、
洗
っ
て
干
飯
に
し
て
か
ら
、
煎

っ
て
食
べ
た
り
、
油
で
あ
げ
て
食
べ
た
り
し
た
。
杓
子
に
盛
ら
れ
た
御
飯
は
お
膳
ご
と
神

棚
に
供
え
る
が
、
盛
り
重
な
っ
た
も
の
が
崩
れ
て
も
、
そ
の
ま
ま
年
末
ま
で
残
し
て
お
く
。

三
本
の
杓
子
の
う
ち
、
一
本
は
恵
比
須
、
一
本
は
大
黒
、
一
本
は
歳
徳
神
の
も
の
と
区
別

し
て
い
る
家
も
あ
る
。
杓
子
は
毎
年
ツ
メ
の
市
（
年
末
の
二
十
八
日
）
に
買
っ
て
き
て
、

年
取
り
の
晩
に
古
い
の
と
交
換
し
た
。 

 

正
月
や
物
日
な
ど
に
、
餅
を
搗
い
た
り
変
り
御
飯
を
炊
い
た
と
き
は
、
真
先
に
エ
ビ
ス

サ
マ
に
供
え
た
。
エ
ビ
ス
サ
マ
の
供
物
は
、
そ
の
家
の
相
続
人
が
食
べ
る
こ
と
に
な
っ
て

お
り
、
そ
の
他
の
人
に
は
食
べ
さ
せ
な
い
。
若
し
、
嫁
入
り
前
の
娘
が
食
べ
る
と
縁
遠
く

な
る
と
言
わ
れ
、
叔
父
に
食
べ
さ
せ
る
と
財
産
を
持
っ
て
い
か
れ
る
と
も
言
わ
れ
て
い
る
。



神
棚
の
司
祭
者
が
、
相
続
人
で
あ
っ
た
こ
と
の
名
残
り
で
は
あ
る
ま
い
か
。 

 
当
地
方
に
は
何
処
の
家
に
も
、
神
棚
・
床
の
間
・
仏
壇
が
あ
り
、
毎
朝
御
飯
を
供
え
、
手
を
合
せ
て
か
ら
朝
食
を
と
る
の
が
習
し

で
あ
っ
た
が
、
上
段
の
間
に
祀
る
床
の
間
よ
り
、
勝
手
に
あ
る
神
棚
を
先
に
拝
む
よ
う
に
躾
さ
れ
た
。
神
棚
、
床
の
間
、
仏
様
の
順

に
な
る
。 

 

一
番
先
き
に
拝
ま
れ
る
エ
ビ
ス
サ
マ
が
、
台
所
や
膳
部
の
戸
棚
の
中
に
祀
ら
れ
て
い
る
場
合
も
あ
る
。
古
い
農
家
に
見
ら
れ
る
例

で
あ
る
が
、
お
札
や
像
が
祀
ら
れ
、
供
物
も
供
え
ら
れ
る
。 

 

エ
ビ
ス
サ
マ
は
、
前
述
の
通
り
、
神
棚
に
祀
ら
れ
る
神
々
の
総
称
と
し
て
扱
わ
れ
る
が
、
個
々
が
区
別
さ
れ
る
と
き
が
あ
る
。
旧

暦
十
一
月
十
五
日
の
恵
比
須
講
、
十
二
月
九
日
の
お
大
黒
様
の
耳
明
け
、
大
晦
日
の
歳
徳
神
、
苗
開
き
、
大
田
植
え
の
田
の
神
で
あ

る
。
恵
比
須
講
の
十
一
月
十
五
日
は
百
姓
の
祝
で
も
あ
り
、
こ
の
月
は
秋
行
月
で
も
あ
る
こ
と
を
考
え
る
と
、
農
家
の
重
要
な
折
り

目
折
り
目
に
は
、
個
々
に
意
識
さ
れ
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
し
か
し
、
こ
う
し
た
民
間
信
仰
の
中
に
は
、
他
の
も
の
と
異
質
の
伝
承
も

含
ま
れ
る
こ
と
も
あ
る
。
例
え
ば
、
恵
比
須
は
川
・
海
を
司
る
神
で
、
大
黒
は
岡
を
司
る
と
も
言
わ
れ
て
い
る
。
恵
比
須
が
川
・
海

の
神
な
ら
、
内
陸
部
の
当
地
方
な
ど
で
は
、
大
黒
を
中
心
に
祀
っ
て
も
い
い
の
で
あ
ろ
う
が
、
漁
の
神
は
生
産
神
で
あ
り
、
そ
れ
が

そ
の
ま
ま
受
け
入
れ
ら
れ
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
庄
内
地
方
で
は
、
海
岸
に
打
ち
上
げ
ら
れ
た
特
異
な
形
の
木
と
か
、
海
底
か
ら
拾
い

上
げ
た
石
を
エ
ビ
ス
サ
マ
と
し
て
神
棚
に
祀
る
例
が
あ
る
と
聞
く
が
、
当
地
で
も
、
男
石
を
拾
っ
た
り
、
畑
返
し
中
に
古
銭
を
拾
っ

た
り
、
道
路
に
落
ち
て
い
る
馬
の
沓
を
拾
っ
た
り
し
た
と
き
、
神
棚
に
供
え
る
習
し
が
あ
っ
た
。
稲
穂
が
書
か
れ
て
い
る
銅
貨
を
、

七
枚
供
え
る
と
米
不
足
し
な
い
な
ど
の
伝
承
と
共
に
、
何
か
重
要
な
意
味
を
内
包
し
て
い
る
よ
う
に
思
え
る
。 

 

⑵ 

オ
タ
ナ
サ
マ 

 

オ
タ
ナ
サ
マ
は
置
賜
地
方
独
特
の
も
の
で
あ
る
。
そ
の
分
布
は
、
旧
上
杉
藩
一
円
に
拡
が
っ
て
い
る
が
、
分
布
密
度
に
は
濃
淡
が



あ
る
。
白
鷹
町
一
円
、
小
国
町
一
円
は
比
較
的
尐
な
い
。
飯
豊
町
、
川
西
町
、
米
沢
市
三
沢
地
区
・
南
原
地
区
な
ど
の
山
間
部
に
多

い
。 

 

白
鷹
町
に
現
在
残
っ
て
い
る
の
は
、
浅
立
・
山
口
・
黒
鴨
・
高
玉
な
ど
で
あ
る
が
、
高
岡
に
は
最
近
ま
で
祀
ら
れ
て
お
り
、
十
王
・

中
山
に
も
言
い
伝
え
か
ら
考
え
て
、
オ
タ
ナ
サ
マ
と
判
断
さ
れ
る
も
の
が
あ
っ
た
か
ら
、
以
前
は
か
な
り
広
く
分
布
し
て
い
た
の
で

あ
ろ
う
。
オ
タ
ナ
サ
マ
は
ま
だ
十
分
に
解
明
さ
れ
た
と
は
言
え
な
い
の
で
、
こ
こ
で
は
代
表
的
な
内
容
の
も
の
を
撰
ん
で
、
そ
の
実

態
を
述
べ
る
。 

 
 

 

❶
浅
立
、
菊
地
三
郎
家
の
場
合 

 

納
戸
の
入
口
に
祀
っ
て
い
る
。
難
産
除
け
、
盗
人
除
け
の
神
と
伝
え
ら
れ
て
お
り
、
年
一
回
、
旧
十
年
十
日
（
現
在
は
新
暦
）
を

オ
タ
ナ
サ
マ
の
お
年
越
と
い
っ
て
祭
り
を
す
る
。
祭
り
に
は
、
シ
メ
縄
に
生
紙
を
短
冊
型
に
切
っ
た
も
の
を
下
げ
、
餅
を
つ
い
て
供

え
、
家
内
中
が
「
一
年
中
お
と
が
め
召
さ
な
い
で
下
さ
い
」
と
念
じ
な
が
ら
拝
む
。 

 
 

 

❷
浅
立
、
沼
沢
甚
市
家
の
場
合 

 

昭
和
十
年
頃
ま
で
納
戸
の
中
に
祀
っ
て
い
た
が
、
そ
の
後
は
納
戸
の
入
口
の

鴨
居
の
上
に
移
し
て
い
る
。
祭
り
は
旧
十
月
十
日
（
現
在
は
新
暦
）
で
、
菊
地

家
同
様
シ
メ
縄
に
紙
を
切
っ
て
は
さ
み
、
餅
を
搗
い
て
供
え
る
。
難
産
除
け
、

盗
人
除
け
と
言
わ
れ
て
お
り
、
オ
タ
ナ
サ
マ
を
祀
っ
て
い
る
家
で
は
、
鶏
を
飼

っ
て
は
い
け
な
い
と
か
、
肉
類
を
囲
炉
裏
で
煮
焼
き
す
る
な
等
の
伝
承
が
あ
っ

た
。
現
在
は
、
神
主
に
祈
禱
し
て
も
ら
っ
て
食
べ
て
も
よ
い
こ
と
に
な
っ
た
。

十
月
十
日
に
は
家
か
ら
嫁
、
婿
に
行
っ
た
人
を
招
待
す
る
。 



 
 

 

❸
山
口
、
寒
河
江
恒
次
家
の
場
合 

 
寝
床
の
真
上
の
天
井
に
祀
っ
て
い
る
。
旧
十
一
月
十
日
が
祭
日
で
、
こ
の
日
シ
メ
縄
を
つ
く
っ
て
飾
り
、
餅
を
搗
い
て
供
え
る
。

木
地
椀
が
二
つ
あ
り
、
そ
れ
に
餅
を
入
れ
、
盃
の
水
と
一
緒
に
供
え
る
。
こ
の
餅
は
跡
取
り
が
食
べ
る
こ
と
に
な
っ
て
い
て
、
食
べ

た
後
、
盃
の
水
で
三
度
濡
ら
す
。
キ
リ
ミ
ガ
キ
の
意
味
で
あ
ろ
う
か
。
こ
の
日
は
精
進
で
秋
行
振
舞
い
を
し
て
、
家
か
ら
出
た
人
を

招
待
し
た
。
産
神
的
性
格
と
理
解
し
て
い
る
。 

 
 

 

❹
山
口
、
金
子
伊
勢
吉
家
の
場
合 

 

納
戸
の
グ
シ
の
と
こ
ろ
に
、
ノ
サ
を
さ
げ
て
祀
る
。
祭
日
は
旧
十
一
月
八
日
で
、
こ
の
日
は
、
朝
風
呂
に
入
っ
て
身
を
清
め
、
カ

ッ
ツ
ァ
わ
ら
（
打
た
な
い
わ
ら
）
で
ノ
サ
を
作
っ
て
下
げ
る
。
餅
を
搗
い
て
供
え
、
家
か
ら
出
た
人
を
呼
ん
で
御
馳
走
す
る
。
オ
ト

カ
サ
マ
と
同
じ
だ
と
も
言
う
。
金
子
家
で
も
、
安
産
の
神
と
考
え
て
い
る
。 

 
 

 

❺
高
玉
、
本
木
三
右
衛
門
家
の
場
合 

 

旧
十
二
月
十
九
日
が
お
年
越
で
あ
っ
た
が
、
現
在
は
新
暦
十
二
月
十
七
日
に
、
屋
敷
神
の
稲
荷
さ
ま
と
一
緒
に
お
祭
り
を
す
る
。

祭
り
の
当
日
の
夕
方
、
お
蔵
の
梁
の
上
に
祀
っ
て
あ
る
の
を
下
し
、
床
の
間
に
飾
っ
て
お
き
、
風
呂
に
入
っ
て
か
ら
、
衣
裳
を
着
せ

る
。
着
せ
方
は
、
三
寸
乃
至
四
寸
四
方
の
木
綿
布
を
御
本
体
に
縫
い
つ
け
る
だ
け
で
、
男
の
手
で
す
る
。
御
本
体
は
、
二
体
が
一
対

と
な
っ
て
木
箱
に
入
っ
て
お
り
、
三
〇
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
程
の
竹
管
の
先
端
に
生
紙
が
巻
か
れ
て
お
り
、
そ
の
上
に
布
を
つ
け
る
よ

う
に
な
っ
て
い
る
。 

 

祭
り
の
供
物
は
、
お
神
酒
・
餅
・
お
頭
づ
き
で
、
以
前
に
は
、
お
盆
二
つ
を
用
い
、
一
つ
に
は
一
七
粒
、
も
う
一
つ
に
は
二
三
粒

の
餅
を
千
切
っ
て
供
え
た
。
現
在
は
、
両
方
の
盆
に
お
重
ね
を
一
組
ず
つ
に
し
て
い
る
。
木
の
椀
に
御
飯
も
供
え
る
。
供
物
の
餅
は
、

翌
日
雑
煮
に
し
、
ご
飯
は
粥
に
し
て
食
べ
る
。
当
日
使
っ
た
食
器
は
三
度
キ
リ
ミ
ガ
キ
を
す
る
。
粥
作
り
は
女
の
人
が
す
る
が
、
そ



の
他
は
す
べ
て
男
手
の
み
で
、
女
は
一
切
手
を
か
け
て
は
い
け
な
い
。
灯
明
を
つ
け
て
拝
む
と
き
は
、
一
緒
に
拝
ん
で
も
よ
い
。 

 
五
例
の
オ
タ
ナ
サ
マ
を
み
て
き
た
が
、
細
部
の
点
で
は
、
ど
れ
も
相
違
点
が
見
ら
れ
る
が
、
類
似
点
も
見
出
せ
る
。
類
似
点
を
い

く
つ
か
あ
げ
て
み
る
。
祀
ら
れ
て
い
る
場
所
が
、
納
戸
の
中
、
入
口
、
天
井
と
い
っ
た
よ
う
に
、
納
戸
周
辺
で
あ
る
こ
と
。
次
に
、

オ
タ
ナ
サ
マ
の
性
格
で
あ
る
が
、
難
産
除
け
、
安
産
の
神
と
い
う
の
が
多
い
。
こ
れ
は
、
納
戸
と
い
う
場
所
と
の
関
連
も
あ
ろ
う
。

十
王
地
区
で
は
作
神
と
言
わ
れ
て
い
た
よ
う
で
あ
る
か
ら
、
こ
う
し
た
伝
承
も
加
味
し
て
考
え
る
と
、
難
産
除
け
、
安
産
の
神
は
、

作
神
と
統
合
さ
れ
て
、
生
産
の
神
と
な
り
得
る
。
盗
人
除
け
と
い
う
伝
承
も
、
生
み
出
し
た
も
の
を
守
ろ
う
と
す
る
意
識
の
面
で
は
、

十
分
に
生
産
の
心
と
結
び
つ
い
て
く
る
。 

 

祀
る
場
所
の
他
に
、
類
似
点
と
し
て
あ
げ
ら
れ
る
の
が
、
祭
り
当
日
に
、
そ
の
家
か
ら
出
た
人
を
呼
ぶ
こ
と
で
あ
る
。
夫
婦
揃
っ

て
寄
り
集
ま
る
秋
行
を
こ
の
と
き
行
な
う
と
こ
ろ
を
み
る
と
、
一
族
の
祭
り
に
な
っ
て
い
る
。
秋
行
は
、
親
に
そ
の
年
収
穫
し
た
も

の
を
持
っ
て
行
っ
て
礼
を
す
る
日
だ
と
い
う
伝
承
も
あ
る
が
、
こ
う
し
た
行
事
が
生
き
て
い
る
人
々
の
た
め
に
あ
る
と
は
考
え
ら
れ

な
い
か
ら
、
親
と
い
う
の
は
、
恐
ら
く
祖
先
全
体
の
代
名
詞
と
考
え
て
よ
く
、
秋
行
は
、
先
祖
へ
の
収
穫
感
謝
の
集
い
な
の
で
あ
ろ

う
。
従
っ
て
オ
タ
ナ
サ
マ
の
祭
り
に
秋
行
を
す
る
こ
と
は
、
オ
タ
ナ
サ
マ
が
先
祖
と
の
関
り
を
も
つ
も
の
で
あ
る
と
も
言
え
る
。
生

産
の
神
、
先
祖
と
の
関
り
な
ど
を
考
え
る
と
、
か
つ
て
農
家
の
最
重
要
部
屋
で
あ
っ
た
納
戸
周
辺
に
こ
の
紙
を
祀
る
気
持
が
理
解
で

き
る
。 

 

⑶ 

か
ま
の
神 

 

餅
を
搗
い
た
時
、
何
よ
り
も
先
に
へ
ら
に
餅
を
二
つ
千
切
っ
て
、
か
ま
の
神
に
供
え
る
。
供
え
る
場
所
は
囲
炉
裏
で
は
な
く
、「
か

ま
ど
」
で
あ
る
。
庶
民
の
意
識
の
中
の
か
ま
の
神
は
、
古
峯
原
さ
ま
の
よ
う
な
防
火
の
神
で
は
な
く
、
食
事
を
通
し
て
家
族
全
体
を

守
っ
て
く
れ
る
家
の
神
で
あ
る
。
だ
か
ら
、
か
ま
の
神
に
供
え
た
餅
は
、
跡
取
り
が
食
べ
る
も
の
と
さ
れ
、
跡
取
り
が
食
べ
残
し
た



も
の
で
な
い
と
、
他
の
人
は
食
え
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。 

 
か
ま
ど
に
火
を
焚
く
と
き
は
、
手
を
水
で
洗
い
、
か
ま
ど
に
塩
を
振
っ
て
清
め
て
か
ら
、
火
打
石
で
「
フ
ク
チ
」（
蒲
の
穂
や
栃
の

木
の
腐
蝕
し
た
も
の
な
ど
を
焼
い
て
つ
く
っ
た
）
に
火
を
つ
け
、
け
が
れ
の
な
い
火
を
お
こ
し
た
。
そ
う
し
な
い
と
、「
お
不
動
さ
ま

の
罰
が
あ
た
る
」
と
さ
え
言
わ
れ
て
き
た
の
も
、
家
の
神
と
し
て
、
家
族
全
体
を
守
っ
て
く
れ
る
か
ま
の
神
信
仰
が
、
火
に
対
す
る

信
仰
と
一
緒
に
な
っ
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
。 

 

⑷ 

便
所
の
神 

庄
内
地
方
に
行
く
と
、
便
所
の
中
に
棚
を
作
っ
て
神
を
祀
っ
て
い
る
所
が
あ
る
。
明
ら
か
に
便
所
の
神
で
あ
る
。
そ
う
し
た
例
は

当
地
方
で
は
見
ら
れ
な
い
が
、
便
所
の
神
の
存
在
を
認
め
て
い
る
証
拠
は
、
行
事
や
伝
承
の
中
に
残
っ
て
い
る
。 

正
月
を
迎
え
る
に
当
り
、
ど
こ
の
家
で
も
方
々
に
「
と
り
餅
」（
小
さ
な
お
か
さ
ね
餅
）
を
供
え
る
が
、
供
え
る
場
所
の
一
つ
に
便

所
が
あ
る
。
荒
砥
の
街
中
で
は
、
と
り
も
ち
を
供
え
る
と
き
、
灯
明
を
と
も
す
家
が
あ
る
が
、
便
所
に
は
、
輪
切
大
根
に
マ
ッ
チ
棒

を
立
て
て
燭
台
に
す
る
家
が
あ
る
。
便
所
に
は
松
も
ゆ
わ
え
、
こ
の
松
は
十
五
日
夜
の
オ
サ
イ
ト
焼
き
の
と
き
、
別
に
小
さ
な
オ
サ

イ
ト
を
作
り
、「
セ
ン
チ
ン
の
神
に
オ
サ
イ
ト
焚
い
て
進
ぜ
申
す
」（
滝
野
）
と
か
、「
セ
ン
チ
ン
の
神
も
笑
っ
て
あ
げ
る
ヤ
ハ
ハ
エ
ロ

ー
」
（
西
高
玉
）
な
ど
と
囃
し
て
焼
く
。
セ
ン
チ
ン
は
雪
隠
で
、
便
所
の
こ
と
で
あ
る
。
ま
た
、
十
五
日
の
だ
ん
ご
下
げ
に
は
、
便
所

に
も
下
げ
る
。
貝
生
で
は
、
団
子
の
数
を
月
の
数
と
き
め
て
い
る
家
も
あ
る
。
そ
し
て
、
便
所
に
さ
し
た
団
子
を
食
べ
る
と
、
ビ
ン

ナ
イ
（
弱
虫
な
性
格
）
、
百
日
咳
、
夏
ま
け
な
ど
が
な
お
る
と
も
言
わ
れ
、
更
に
、
便
所
を
き
れ
い
に
す
る
嫁
は
、
器
量
の
よ
い
子
を

生
む
と
か
、
腰
か
ら
下
の
病
気
に
か
か
ら
な
い
な
ど
の
伝
承
も
あ
る
。
い
ず
れ
も
、
便
所
の
神
の
存
在
を
認
め
て
い
る
も
の
と
言
っ

て
よ
い
。 

で
は
、
便
所
の
神
の
性
格
は
ど
ん
な
も
の
で
あ
ろ
う
か
。
そ
れ
を
探
る
手
掛
り
と
し
て
、
言
い
伝
え
ら
れ
て
い
る
こ
と
を
拾
っ
て



み
よ
う 

 
 

 
 

 

。 

 
・
便
所
に
は
啖
や
唾
を
吐
く
と
ナ
メ
ズ
（
白
蘚
）
に
か
か
る
。 

・
便
所
に
は
裸
で
行
く
な
。 

・
便
所
に
は
鉢
巻
、
頬
被
り
し
た
ま
ま
入
る
な
。 

・
セ
ン
チ
ン
の
神
は
頭
髪
が
な
い
の
で
、
頭
髪
を
乱
し
て
入
る
と
、
髪
が
欲
し
い
と
引
張
ら
れ
る
。 

・
寒
中
に
尻
を
出
し
て
も
寒
く
な
い
の
は
、
便
所
の
神
が
着
物
で
蔽
っ
て
い
て
く
れ
る
か
ら
だ
。 

 

こ
れ
ら
の
言
い
伝
え
が
、
い
ず
れ
も
、
便
所
へ
ふ
し
だ
ら
な
格
好
で
入
っ
た
り
、
不
潔
な
も
の
を
吐
い
た
り
す
る
こ
と
を
戒
し
め

て
い
る
と
こ
ろ
を
み
る
と
、
か
な
り
厳
し
い
神
と
考
え
ら
れ
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。
反
面
、
着
物
で
寒
さ
を
防
い
で
く
れ
る
や
さ
し

さ
も
持
ち
合
せ
て
い
る
よ
う
で
あ
る
が
、
具
体
的
に
私
た
ち
と
何
処
で
つ
な
が
る
神
な
の
で
あ
ろ
う
か
。
こ
れ
に
つ
い
て
貝
生
、
荒

砥
な
ど
に
次
の
よ
う
な
行
事
が
あ
っ
た
。 

赤
ん
坊
が
生
れ
て
最
初
に
使
っ
た
産
湯
は
便
所
に
捨
て
る
が
、
捨
て
た
後
、
産
湯
を
入
れ
た
ハ
ン
ゾ
の
底
を
二
つ
叩
け
ば
二
年
後
、

三
つ
叩
け
ば
三
年
後
に
次
子
が
生
れ
る
。
生
後
七
日
目
に
は
、
祖
母
か
本
家
の
伯
母
が
赤
ん
坊
を
抱
い
て
便
所
参
り
を
し
、
子
ど
も

の
髪
を
尐
し
切
っ
て
投
げ
入
れ
て
く
る
。
荒
砥
で
は
、
父
親
が
腰
に
刀
を
さ
し
て
赤
ん
坊
を
抱
い
て
行
っ
た
も
の
と
言
わ
れ
て
い
る
。 

こ
れ
ら
の
行
事
は
明
ら
か
に
、
便
所
の
神
が
産
神
、
子
育
神
的
な
性
格
を
持
っ
て
い
る
こ
と
を
物
語
っ
て
い
る
。
だ
か
ら
こ
そ
、

前
述
の
よ
う
な
不
敬
を
戒
め
る
伝
承
も
受
け
継
が
れ
て
き
た
の
で
は
あ
る
ま
い
か
。 

第
三
節
第
３
項
で 

述
べ
た
も
の
も
あ
る 

  


